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令和６年度 都立小川高等学校 学校経営報告 

 

今年度の取組目標と方策 

下線部＝全教員による必須取組事項 ★重点を置いて実施した項目  

今年度の教育活動の目標 重点目標への取組と自己評価 
次年度以降の課題と対応策

（★重点課題） 
１ 学習指導 
【目標 1】組織的な補習･講
習の充実により、基礎学
力の定着、伸長を行うこ
とで進路選択の幅を広
げ、希望進路の実現を達
成する。 

【目標 2】継続的な課題配
信等、自主学習、家庭学
習習慣の定着を図るため
の方法を検討し、実施す
る。 

 
【方策 1★】学習サポート委員会」の 
設置により、分析会を通じ教科会で 
講座と内容を検討し、精査できた。 

【方策 2】授業の課題配信は、観点別 
評価と連動させ進められているが 
全ての教科で実施できていない。 
学年の取組は個別対応に留まった。 

【方策３】キャレルデスクを購入し、
自習スペースの整備に着手できた。 

 
★分析会の計画、教科会設定
を年間通じて計画的に行
うことで、実態把握を基に
した学習支援を組織する。
中間層の講習内容と手立
てを改善し、外部講師によ
る定期的な講習をバージ
ョンアップする。 

 

【目標３】教科会を中心と
した「教科マネジメント」
の構築を行い、学力の一
層の定着を図る。観点別
評 価 の 適 切 な 実 施と
PDCA サイクルによる指
導と評価の一体化を図る 

 
 
 
 
 
探究的なものの見方、考え
方を身に付ける。主体的
に課題を設定し解決する
学習を通して、自己の在
り方・生き方を考える資
質・能力を育成する。併せ
て、異文化体験等を通し
て、グローバルなものの
見方を養う。 
 
 
 
 
 
 

２ 生活指導 
【目標 10】基本的生活習慣
の確立 

規律正しい生活習慣や
規範意識の向上のため
に、集団生活のルール
やマナー等について教
職員全員で共通理解を
し、指導する。 
 

【目標 11】自転車通学が
多くを占める本校の実態
に即した指導を検討する
とともに、取組の充実と
ヘルメット着用率の向上
に向け具体策を工夫す
る。 

【目標 12】 
情報モラルについて、学
校教育の多様な場面で考
えさせる取組を行う。そ
のことにより、規範意識
の醸成と自己と他者を尊
重する態度を育成する。 

【方策４★】観点別評価が定着し、指導 
と評価の一体化の理解が進んだ。授業 
の工夫や改善についての校内研修は 
実施できなかったが、教科会での検討 
には着手することができた。 

 

★観点別評価の目的を再度
教員に明確にし、前年度の
生徒の実態と振り返りを
基に、観点別評価の見直し
を図り、より生徒の学習に
つながる精度の高い評価
基準を策定する。 

【目標４】資格・検定試験
受験の機会を学習の一環
として確保し、学力向上
の取組につなげる。 

 
 

【方策 5★】英検については、都の予算
支援を受け、1，2 年校内全員受検の
実施ができた。英検に向け、英語科
が補習や授業内容を共通に検討して
実施できた。その結果、予想より多
くの合格者を出すことができた。 

★生徒の受検への意識付け
を早い段階で行い、授業、
学習コンテンツでの継続
的な学習、教員のフォロー
体制の見直しを行い、合格
者を増やす。 

【目標 5】司書教諭、学校
図書館専門員を中心に、
教科と連携して言語活動
の活性化を図る。 

 

【方策６】図書館運営委員会が計画 
し、国語科が全クラス授業内でビブ
リオバトルに取り組んだ。読書活動
を推進したが、読書の推進は伸び悩
み、さらなる具体策が必要である。 

 

○読書の推進への工夫を、教
員目線だけでなく、生徒委
員会を活用して改善を図
るとともに、ビブリオバト
ルの国語科授業での取組
を継続する。 

【目標 6】「生徒による授業
評価」の結果を分析し、
授業に反映させる。授業
力向上のために指導内容
と方法の検証と改 
善・工夫等を行う。 

 
 
 
 

【方策 7★】教員間の授業見学は全員 
が実施できているが、見学内容の活 
かし方をグループ等でできるよう工 
夫する。初任者、若手の研究授業 
について参加者が増加したが、参加
者を交えた協議会を実施するまでに
は至れなかった。 

【方策８】特に若手から一部の中堅教 
員が積極的に研修を活用できた。予 
備校等のオンライン研修の受講促進 
は予算を確保して促し、10 人の教員 
が活用した。活用者は有用性を感じ 
ており研鑽に活かせた。 

★校内での授業見学は期間
を設けず実施する形態に
変更する。特に授業力の高
い教員や、ICT 活用などが
進んでいる教員の紹介を
し、見学を促す。 

○若手を中心とした、近隣の 
都立高校との授業見学交
流、協議会を実施したいと
考えている。 

○引き続き教員のオンライ
ン受講の予算化をする。 

【目標 7】個別最適な学び、
協働的な学びを促進し、
生徒が ICT を活用しなが
ら自ら学習を調整して学
ぶことができるようにす
る。 

 

【方策９★】一人１台端末の授業での活 
用は７０%となり、グループ活動や問 
題配信、小テストなど観点別評価と連
動した活用を工夫するようになった。
教科会での共有が生かされている。 

★年度当初の端末設定や不
具合の解消を継続し、生徒
が常時使用できる状態を
維持すること、観点の評価
につながる活用について、
教科会での意見交換や研
修会の設定を試みる。 
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【目標 8】擬試験等の結果を
教科会で検討し、到達目
標を明確化した上で、教
科指導の改善に努める。 

 

【方策 10★】教科会を月一回定着させ、 
各種テストや模試を通じて、課題把握 
と改善を促し、結果の提出を促したが 
十分な分析までは一部の教科に留ま 
った。  

★教科会の月一回開催は次
年度も継続する。毎回の教
科会のテーマを明確にし、
テーマに対し、全教員が検
討することで目標に対す
るベクトルを合わせる。 

【目標 9】「総合的な探究の
時間」により、生徒自身が
探究的なものの見方、考
え方を身に付ける。主体
的に課題を設定し解決す
る学習を通して、自己の
在り方・生き方を考える
資質・能力を育成する。併
せて、異文化体験等を通
して、グローバルなもの
の見方を養う。 

 
 
 
 
 
 
 

【方策 11★】3 か年実施計画１年目で、
様々なチャレンジを行えた。アンケー
ト等で、全般的には良い手ごたえであ
ったが、前向きな改善提案に対して、
策を講じ、ブラッシュアップする。 

【方策 12】進路主任の尽力もあり、探究
での大学教授等の有効活用が定着し
つつあり、生徒の伸長もみられ、効果
的に活用できている。 

【方策 13】発表する機会が定着し、外部
人材から評価を受ける場を設けたこ
とで、探究の内容の制度が上がった。
主体的に考える力の育成につながっ
ている。 

【方策 14】国際交流クラブを立ち上げ、
JET 青年を活用した交流機会の提供、
１学年全員と JETとのランチミーティ
ングの実施など、担当の尽力により興
味関心を高める活動が進んだ。 

 

★探究計画のベースができ
ているので、検証を基にバ
ージョンアップしていく。
１年全員による複数回の
大学訪問、外部講師を活用
した探究発表への講評、探
究の同窓生活用に手ごた
えがあったので、さらに高
大連携や、同窓会等の活用
を改善・工夫し、生徒のキ
ャリア教育を充実させる。 

 
 
 
○国際交流プロジェクトを
立ち上げ、海外学校間交流
推進校の指定により、オン
ラインや訪問による交流
体験、留学生による講話な
どを進め、グローバル教育
を進める。 

２ 生活指導 
【目標 10】基本的生活習慣
の確立 
規律正しい生活習慣や規
範意識の向上のために、
集団生活のルールやマナ
ー等について教職員全員
で共通理解をし、指導す
る。 

 

 
【方策 15】学年中心で遅刻指導を実施 
してきたが、目標値の１か月あたり 
クラス１名の遅刻者の目標に至らな 
かった。遅刻者が同じ生徒である場 
合、背景を把握するなど指導の工夫 
が必要である。 

【方策 16★】生徒保健部が、自発的な 
気づきを促す服装指導の統一見解を 
提示したが、教員によっては指導の 
迷いが生じたので、目線合わせと教 
職員全員での声掛けを継続して実践 
する。 

 
○遅刻指導の在り方を、生徒
の課題ごとに検討する。継
続対象者は生徒支援員会
などと連携し、生活習慣以
外の課題などからアプロ
ーチする。 

★全校一斉に確認する機会
を設け、チェックを行うと
ともに、TPO に応じた服
装の在り方の重要性につ
いて講話する機会を都度
設定し意識付けを行う。 

【目標 11】自転車通学が多
くを占める本校の実態に
即した指導を検討すると
ともに、取組の充実とヘ
ルメット着用率の向上に
向け具体策を工夫する。 

 
 

【方策 17】生徒保健部が、苦情から得 
た情報を基に、現地に出向き、町田 
警察等と連携した指導を実施した。 
ヘルメット着用は、様々な指導を講 
じたが、着用率向上の策に対して、 
効果的な方法を見出すことが困難で 
あった。 

 
 

○自転車通学者のヘルメッ
ト着用について、自転車通
学の要件に「ヘルメットの
所持」を条件として設け
た。危険個所は生徒保健部
と町田警察の連携により
未然防止をはかる。保護者
会で着用の理解を求める。 

【目標 12】 
情報モラルについて、学
校教育の多様な場面で考
えさせる取組を行う。そ
のことにより、規範意識
の醸成と自己と他者を尊
重する態度を育成する。 

 
 
【目標 13】生徒の問題行動
に関して早期発見と早期対
応に努め、生徒が安心して
学校生 
活を送れる環境を維持す
る。 
 
【目標 14】清掃・美化 
小川高校の環境美化の意識
を高めると共 
に、近隣の清掃美化や花壇
の整備等に取り 
組み、地域貢献の姿勢を醸

【方策 18★】「小川高校ＳＮＳルー 
ル」の周知・徹底などルールやマナ
ーについて、生徒主体の取組まで実
施ができなかったが、地域の小学校
と連携し、SNS の使い方について高
校生の視点でアドバイスを行う取組
を行い、小学校の発表に協力した。 

 
 
 
 
 
【方策 19】いじめの疑いがある場合に

は、すぐに「いじめ対策委員会」
を招集し、組織的に早期対応と解
決策を講じていく。必要に応じて
外部委員の招集を行い検討する。 

【方策 20】美化委員を中心に、生徒に
よる美化の推進を進める。また、
生徒会やボランテイア部による花
壇整備等を継続することで、本校
の環境整備を担う一員である意識

★生徒会からの SNS ルール
の周知徹底を検討させ、自
分事として考えさせる機
会をつくる。SNSの危険性
について、入学当初から事
例を挙げた講話を実施。人
間関係の構築にもふれ適
切な使用を促す。 

【目標 13】生徒の問題行動
に関して早期発見と早期
対応に努め、生徒が安心
して学校生活を送れる環
境を維持する。 

 
 
【目標 14】清掃・美化 
小川高校の環境美化の意識
を高めると共 
に、近隣の清掃美化や花壇
の整備等に取り 
組み、地域貢献の姿勢を醸
成する。 

【方策 19】教員にいじめの定義を共通 
理解させ、案件が発生した際には速 
やかな報告と「いじめ対策委員会」 
の招集により、組織的な早期対応策 
を講じることが定着した。 

 
 
【方策 20】美化委員を中心に、生徒に

よる美化の推進を進める。また、
生徒会やボランテイア部による花
壇整備等を継続することで、本校
の環境整備を担う一員である意識
を高め、自己有用感を醸成する。     

 

○いじめ防止の取組は、毎年
教職員に「いじめの定義」
を確認させ、組織で早期に
対応する意識を醸成する。 
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【目標 14】清掃・美化 
小川高校の環境美化の意
識を高めると共に、近隣
の清掃美化や花壇の整備
等に取り組み、地域貢献
の姿勢を醸成する。 

【方策 20】担当教員の指導により美化 
委員を中心に、備品の廃棄や説明会 
前の清掃など、活動が推進された。 
ボランティア部による花壇整備等は 
継続して行えているが、地域との活 
動など内容を増やし、自己有用感を 
さらに育成したい。 

○生徒の定期的な清掃以外
に、美化委員と、ボランテ
ィア部との連携による校
内外の美化に関する取組
の工夫を検討させるなど
生徒自身が美化意識を高
めるための場を設ける。 

３ 特別活動・部活動 
【目標 15】生徒会を中心に
した主体的な取組を支援
し学校行事を充実させ
る。 

 
 
 
 
【目標 16】特別活動や部活
動を通して、日本の伝統文
化を理解し、発信する取り
組みを積極的に行う。 

【方策 21★】近年の生徒会の充実によ
り、自発的・主体的に機能するよう
になっている。生徒会と行事委員の
相乗効果からか、生徒が自校の活動
を自発的に創り上げようとする意識
が高まりを見せている。行事担当や
生徒会担当の生徒指導が功を奏して
いる。 

★本校の良さである「自律の
精神」を大切にした、生徒
会の取組を組織として継
続できるよう指導の工夫
を行う。 

○各委員会の活動の活性化
をはかり、自己有用感を育
成する。 

【目標 16】特別活動や部活
動を通して、日本の伝統
文化を理解し、発信する
取り組みを積極的に行
う。 

【方策 23】部活動（茶道部、図書委員 
会の和紙本制作）を、継続して取り 
組めていることは日本文化を紹介す
る機会として評価できる。新たな活
動を模索することも検討したい。 

○部活動や委員会の取組の
成果を校外でも披露し、評
価を受けることでの成長
を促す。日本の文化を継
承、紹介する機会を国際交
流の場で設ける。 

【目標 17】部活動に所属す
る意義を理解し部活動に
所属することで、継続す
る力を醸成し、達成感や
自己肯定感、自他尊重の 
精神を養う。学習と部活
動が互いに刺激となり、
生徒の成長を促せる指導
を行う 

【方策 24】部活動により関わり方が異 
なってはいるが、特に活動が盛んで 
ある部活動については、方針につい 
て保護者・生徒と顧問で共通理解を 
持つことを継続する。 

【方策 25★】部活動ガイドラインをも 
とに、活動を実施できている。文 
化・スポーツ等特別推薦導入１年目 
として、学習活動と部活動の相乗 
効果を検証したい。 

【方策 26】近隣中学校との交流を行う 
部が増えていることは、地域貢献と 
して継続したい。中学校側から部活
動地域移行の相談を受けているので
情報共有をしながら進める。 

★部活動と学習には継続す
る意義がある。両社の継続
が成り立ってこそ、相乗効
果が生まれて、協働するこ
とで人間性を高めるとい
った、技術向上だけでない
部活動の意義を、都度伝え
ていく。 

○外部指導員などの専門家
の活用により、技術が向上
する楽しさを実感させる
指導を行う。 

○近隣中学との交流を図り、
地域を大切にする姿勢を
醸成し、中学校の地域移行
への協力をできる範囲で
進める。 

４ 健康づくり 
【目標 18】健康の保持増進
について、学校と家庭、地
域関係者が連携し、生徒
が健康 で安心・安全に
学校生活を送れるよう環
境を整えるとともに、生
徒が自主的に健康維持が
できるよう指導の工夫を
行う。 

 
【方策 27】保健だよりの定期的発行は 
時期の課題を踏まえ実施できた。外 
部人材を活用した講話は、薬物乱 
用、救急救命、性に関する教育を実
施し、生徒への正しい知識の定着や
意識啓発、行動変容を図った。アン
ケートからも自身の生き方や健康に
対する意識を高めている様子がうか
がえた。 

 
○外部人材活用の講話を生
徒の実態に応じて講師を
選定し、学年の課題に応じ
た実施ができるよう整理
する。正しい知識、発達段
階に応じた意識啓発や行
動変容を促す。 

【目標 19】授業や体育祭、
マラソン大会等の行事、
部活動等、教育活動全体
で基礎体力の向上を図
る。 

【方策 28】保健体育、家庭科では授業 
内で取り扱い実施できている。特に 
体育では授業のトレーニングや柔軟 
性を高める運動の継続を教科全員で 
実施し体力向上につなげた。 

【方策 29】体力テストのデジタル化に 
伴い、事前・事後指導を実施したい 
が、今回はシステムを設定、使用す 
る段階に留まった。 

○現在、保健体育科で実施し
ている授業時のトレーニ
ングの継続を図る。また、
統一体力テストがデジタ
ル化されたので、自身の体
力の課題を把握させ、取り
組みを考えさせる授業等
の実践を検討する。 
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【目標 20】教育相談体制と
して「生徒支援委員会」を
中心に全校での教育相談
体制を確立する。組織的・
計画的に取組を促進する
ことで、自他の生命を尊
重し、安定的に心身の状
態を維持しながら学校生
活が送れるように支援す
る。 

 

【方策 30★】生徒支援委員会を 1０回
開催、月ごとに対応継続、見守り等
を検討し、全校で情報共有して対応
できた。スクールカウンセラーやエ
リアネットワークを有効活用するこ
とで、発達課題のある生徒に対する
具体的、継続的対応について助言を
受けられ、支援につなげることがで
きた。 

【方策 31】「命の安全教育」に関し、 
都のリーフレットの活用、町田市 
男女平等推進センターと連携して 
講演が実施でき、人権を尊重する 
態度の育成につなげた。 

★生徒支援委員会の運営、検
討の方法が定着した。この
方法を継続しながら、在校
生の具体的支援を図る。ス
クールカウンセラー２名
体制になるため、カウンセ
ラー室の整備と、役割や連
携を強化し、早期の対応が
可能になるよう体制を整
える。 

○包括的性教育を推進し、性
的健康、安全で尊重しあえ
る人間関係、多様性の尊重
を醸成できる講演会を学
年の課題ごとに実施する。 

５ 進路指導 
【目標 21】生徒の実態や新
大学入試、共通テスト等
に対応した、進路ガイダ
ンスのプログラムを充実
させる。 

 
【方策 32】進路ガイダンスは、計画的
なプログラムを進路部が策定し、外
部人材を有効活用し、適切な時期に
生徒に情報を教授できる内容にと工
夫ができた。 

【方策 33】定期的な拡大進路部会を学 
年との連携の場と位置付け、各進路 
行事の打ち合わせ、課題の共有など 
を積極的に行えた。 

 
○生徒に対する進路ガイダ
ンスの充実を１年間で計
画的体系的に図れたので、
これらを継続しつつ、教員
にも進路情報を提供し、生
徒に対して適切な進路指
導、面談指導ができるよう
に説明会、講演会を実施す
る。 

【目標 22】新大学入試、新
学習指導要領完全実施に
対応した教員の進学指導
力と教科指導力を高め、
相乗的に生徒に還元し
て、生徒の進路希望を妥
協させず実現ができる指
導、支援を行う。 

【方策 34★】進路部と学習サポート委 
員会で模試データ等の進路情報を分 
析した。今年度は全教員での模試分
析会を実施できた。また、模試も生
徒自身の自己分析が可能なものを新
たに導入したが、教員の理解が十分
でなく、うまく活用につなげられな
かった。進路部が外部機関等からの
情報提供の機会を増加させた。  

【方策 35】外部人材の活用により、総 
合型選抜入試受験者に対する講演等 
を実施し、小論文・志望理由書等の 
指導を充実させることができた。入 
試制度や方法については教員側の知 
識を充実させる研修を増やしたい。 

【方策 36】今年度は、公務員受験者が 
多く、公務員試験指導の充実を図れ 
複数の合格者を出すことができた。 

★模試データの分析会の実
施を複数回実施、学習サポ
ート委員会での模試分析
と学校としての取組の検
討を定着させ、教科会に適
切に情報提供し、授業や講
習等に活かすことを定着
させる。 

○総合型選抜に関わる教員
研修、模試の結果を活かし
た面談方法の情報提供を
業者に依頼して実施する。 

【目標 23】生徒一人ひとり
の学習状況や進路希望状
況を踏まえた 3 年間を見
据えた進路面談の充実を
図る。生徒、保護者ととも
に将来について考え、進
路に対する意識を喚起さ
せることで「第一志望」の
進路実現を支援する。 

【方策 37★】担任団として、1 年から 
3 年まで計画的に二者面談、三者面談 
等を実施しているよりは、個別に対 
応している実態がある。 
学年で段階に応じて統一した目的 
で、二者、三者面談を実施できると 
生徒、保護者との情報共有の制度が 
上がり、進路選択につながると考え 
るが、その段階に至っていない。 

 

★二者面談および三者面談
の回数、時期を学校として
提示し、計画的な面談内容
を学年で統一して検討し、
学年が同様のスタンスで
学習指導や進路指導に当
たれるようにする。また、
2年は三者面談を 1回は必
ず実施し、進路に関する共
通理解を図っていく。 

６ 募集・広報活動 
【目標 24】従来の募集活動
の振り返りを行い、本校
に関する情報を的確に・
迅速に、かつ興味を持っ
てもらえるよう発信す 
る。 
 
 

 
【方策 38】支援センター特別指定校の 
取組である幅広い学力層の学習支援 
を中心にし、生徒の声を反映させた 
学校案内のリニューアルを行った結 
果、中学生からは理解しやすいとの 
意見をいただけた。さらなる工夫を 
を進める。 

 

 
○募集活動は、引き続き教務
部担当を中心に生徒をよ
り生かす取組を充実させ
る。母校訪問、出前授業な
ど地域の中学校へ出向き、
本校の理解を深める。 
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本校の認知を高めるとと
もに、本校の理解を深め
てもらうことで、第一志
望の受検生を確保する。 

【方策 39】パワーポイントの改変によ 
り特色を理解しやすく、また「X」の 
運用により、日常的な発信を行うこ 
とで関心を持たせるようにした。 

【方策 40】八王子、立川地区主催の説 
明会に積極的に参加した結果、塾等 
の勧めで本校受験者が増えた。 

○情報発信プロジェクトを
立ち上げ、ホームページや
「X」の運用をより組織的
に適時に素早く対応でき
る体制をつくる。 

【目標 25】外部説明会、学
校説明会・学校見学会等
の機会を積極的に利用
し、組織的・計画的に広報
活動を推進し、参加者を 
増やすことで、受検生に
本校への理解を深めても
らう。 

【方策 41★】教務部募集対策担当を設 
定したことで、相談・提案を逐次行 
いながら良い方向を見いだせたり、 
新たなチャレンジができたりしたた 
め、募集活動自体が充実した。           

【方策 42】生徒主体の説明会を継続し 
ていく中で、生徒自身の工夫や丁寧 
な対応が見られ、本校の生徒の良さ 
や頑張りを直接的に感じてもらえる 
機会とできた。 

★昨年と同様、募集対策担当
の設定を活かし、課題の整
理と在校生の受検地域か
らのニーズをつかみ、効果
的で幅を広げる募集活動
を検討する。八王子、日野
周辺の中学校訪問など地
域の模索をおこなう。 

○本校の生徒の良さを活か
し、生徒が運営する見学会
を目指す。 

【目標 26】文化・スポーツ
等特別推薦では、技能の
高さはもとより、本校で
継続して学業や部活動に
励み、リーダーシップを
発揮し、本校の活性化や
他の生徒の模範となる生
徒の育成につながる受検
生確保に尽力する。 

【方策 43】文化・スポーツ等特別推薦 
の実施を行う際に、その趣旨を十分 
に理解させ、体験活動に参加させた 
りしたことで、入学後は技能の面は 
もとより、取組姿勢など良い効果を 
もたらした。学業面でも問題なく、 
今後も丁寧な生徒の募集に努める。 

○引き続き、文化・スポーツ
特別推薦を活用する野球、
男女バレ―の地域の生徒
発掘に努め、本校の体験活
動に参加させ、小川高校の
部活動の実態から、受検を
検討してもらえるような
部の運営を目指す。 

○本制度を活用した生徒の
学業面の経過を確認し、武
両道を目指す。 

７ 地域交流等 
【目標 27】「地域探究推進事
業アソシエイト校」とし
て、取組を充実させる。地
域との連携により、主体
的に課題を設定し解決す
る資質・能力を育成する
ことで、地域貢献意識を
高める。 

【方策 44】生徒と自治体防災委員とが 
連携した防災訓練を実施し、「共助」 
に対する理解を深められたが、雨天 
が 2 年続いたため予定のプログラム 
が実施できなく目標達成に至らなか 
った。 

【方策 45】生徒の地域行事の参加は部 
活動の参加が増加した。近隣の小学 
校と SNS の利用に関して一緒に考え 
る取り組みができ、小学校の道徳地 
区発表会で紹介できた。 
中学校との連携も部活動をはじめ 
機会を増やせた。 

○自治体との防災訓練をさ
らに実態に即した訓練に
なるようブラッシュアッ
プを図りたい。 

○防災教育推進委員会の編
成を変更し、より有用な訓
練につながる工夫を検討
し、実施できるよう計画す
る。 

○地域と連携した実践校を
さらに増やして、地域とつ
ながりを持った小川高校
の取組を推進したい。 

８ 学校経営・組織体 
【目標 28】組織的な学校経
営を推進するために、全
教員の情報共有を徹底す
る。また、業務の効率化を
推進したり、都の制度を 
活用を周知したりするこ
とでライフ・ワーク・バラ
ンスの推進を図る。 

 
【方策 46★】「小川ポータル」を作成 
し、情報の一元化、共有化を図り効 
率的な仕事の進め方を工夫した。こ 
のことは働き方改革につながった。 
都の正二についてはは、経営企画室 
や副校長と連携し、都度周知を図り 
活用を促した。育休取得者 4 名。 
前倒し任用活用 2 名。 

 
★「小川ポータル」の活用を
さらに工夫し、情報の一元
化を継続するとともに、職
員室内の掲示板やホワイ
トボードの活用の工夫を
検討し、職員室内の情報共
有を推進する。 
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【目標 29】体罰、セクシャ
ルハラスメント、個人情
報保護等の服務事故ゼロ
の校内体制を構築、維持
するとともに、校内研修
の実施や、企画調整会議
等のレジュメによる教職
員の意識啓発、事故未然
防止を徹底する。 

【方策 47★】企画調整会議、職員会議 
のレジュメに、具体的な事例や状況 
を取り上げ、冒頭に注意を促す文を 
掲載して啓発を行った。 

【方策 48】OJT ガイドラインを配布、 
自己申告面接等で示して、職層に応 
じた目標設定をすることで、理解に 
つなげた。課題の明確化は会議等で 
共有してきたが意識の差は生じてい 
る。 
主幹教諭、主任教諭各 1 名が合格 
し、計画的な人材育成を図る道筋 
をつくれた。   

【方策 49★】服務事故防止研修、経営 
企画室職員による事務手続等の研修 
を確実に実施し。今年度は事故ゼロ 
であった。 

★引き続き、未然防止策を多
岐にわたり徹底する。啓発
については会議のレジュ
メでの啓発および、教職員
から不適切な事象が見受
けられたときに迅速に報
告が上がるよう周知徹底
する。 

 
 
○教職員の様々に中心的な
役割を与えることで課題
解決や取組の推進に当た
らせ、人材発掘を行うとと
もに育成を図る。 

★対策を継続し、服務事故ゼ
ロとする。 

【目標 30】学校運営連絡協
議会の機能を活用し、保
護者、同窓会、地域等の意
見・要望を学校経営に積
極的に反映させてより良
い学校経営を目指す。 

【方策 50】前年度の学校評価アンケー 
ト回収率が著しく悪く、検証につな 
がらなった反省により、今年度は生 
徒・保護者・教員の回収率を高める 
手立てを（二次元コード、呼びかけ 
等）行い回収率が上がったことで課 
題が明確になった。 

○学校評価アンケートの回
収方法を工夫し回収率向
上に努め、課題を明確にす
る。 

○前年度の学校評価アンケ
ートで課題となった点に
ついて改善策と結果を生
徒や保護者に周知し、アン
ケートの意義を伝える。 

【目標 31】図書館運営委員
会が中心となり学校図書
館専門員の専門性を生か
し、利用の促進を工夫し、
生徒が本に親しむ環境を
一層推進する。 

 

【方策 51】司書教諭と学校図書館専門 
員の連携がよく、活用しやすい図書 
館を目指す努力は行えていた。 
また、国語科が教科として図書館の 
活用を行った。赤本を設置し、貸借 
が進んだが、その他の書籍の興味関 
心が伸びなかった。 

【方策 52】図書貸借システム施行校 
としての経験をもとに、全都的な取 
組として機能する準備はできており 
活用の推進を目指し取り組もうとし 
てきた。 

○教科の活用を増やし、書籍
への意識や活用について
推進する。 

○校内での図書の紹介や地
域、行政等と連携するな
ど、生徒委員会のモチベー
ションを高め自発的に活
動を活性化させられるよ
うにする。 
また、本への興味関心を生
徒から発信できる、または
高める工夫を行える環境
つくりを行う。 

【目標 32】 
経営企画室職員が、経営
参画の意識を持ち特に、
学習活動に係る予算を中
心に必要な品目を重点的
に予算配分し、計画的・効
果的に執行することで予
算の有効活用を進める。 

【方策 53】経営企画室が組織的に機能
し、特に経理担当が執行に関して努力
をし、センター執行分の落差金や執行
の工夫により物品等の充実が図れた。
センター執行率は 56％であった。 

 

○引き続き、経理担当を中心
に執行を早め、落差金を活
かしたり、無駄な個所を省
いて予算を生み出しなが
ら、教育活動の充実を図
る。 
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【目標 33】施設・設備・備
品を適正に管理し、有効
に活用する。 

【目標 34】授業料・学校徴
収金について経営企画室
と教員が連携し、収納及
び執行管理を行う。また、
公的支援に関して、確実
な周知と適切な対応を行
う。 

【方策 54】施設・設備の点検を日常から
行い、こまめに修繕等に当たってい
た。特に工事が多くあったため、生徒
の安全確保を十分に行い、無事に工事
を実施することができた。多くの放置
されていた修繕箇所が改善できた。 

【方策 55】学校徴収金については、担当
者が適切に納入状況を把握し、未納入
者には早めで計画的な督促を行い、未
納ゼロを達成できた。 

【方策 56】就学支援金・給付型奨学金・
多子世帯における授業料等支援事業
等の制度周知を適時行い、申請書類の
確実な回収に努めた。 

○校舎、施設が老朽化してい
るので、引き続きこまめな
点検を実施し、生徒の安全
を確保する。 

○学校徴収金の未納を防ぐ
ため、計画的な周知や状況
把握、督促の手立てを講じ
て、引き続き未納者ゼロと
する。 

○生徒の支援に係る制度周
知を怠らない。 

○文書、書類の管理徹底とチ
ェックを行い、事故の未然
防止に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ数値目標  

令和６年度 数値目標 令和６年度結果 

１ 学習指導 
①長期休業中講習 60 講座以上 
②チャイム着席の励行 100％ 
③家庭学習時間１日 30 分以上の生徒 70%以上 
④英検準会場実施 1 回・英検 2 級・準 2 級合格者数 80
人以上。漢字検定等各種検定受験の促進 

⑤相互授業見学 年間３回以上（教科内外）100％ 
⑥「教材や教え方の工夫がされている」90％以上    
⑦思考力・判断力・表現力を育てる授業の実践 90％以上 
⑧授業満足度 90％以上                                   
⑨「総合的な探究の時間」は「自己や人間関係を考えるき
っかけとなった」80％以上  

⑩「自分の将来を考えるようになった」80％以上 
⑪月２冊以上本を読む 20％以上 
⑫他校との交流会 １回以上 
⑬ビブリオバトルの実施 

 
①53 講座（精査を行った） 
②84％ 
③56％ 
④英検準会場実施（1 月） 
英検 2 級・準 2 級合格者 75 人 
英検１・準１級合格者 2 人 

⑤100％ 
⑥75％    
⑦79％ 
⑧79％                             
⑨81％  
⑩86％ 
⑪16％ 
⑫１回（成瀬） 
⑬国語授業予選・大会出場 

２ 生活指導 
①遅刻者数 クラス月平均 1.5 人以下 
②「学校の規則を守っている」100％ 
③「時間の管理ができている」95％ 
④「挨拶ができている」95％以上 
⑤「情報モラルを理解している」 

 
①2.0 人（3 学年平均） 
②97％ 
③84％ 
④87％ 
⑤96％ 

３ 特別活動・部活動  
①「部活動加入率」80％         
②「学校行事を通して、精神的に成長したり、協調性や
団結力が育まれている」95％ 

③「自発的・自治的な活動が展開されている」90％以上 
④体罰ゼロ 

 
①77％ 
②91％ 
 
③90％ 
④ゼロ 

４ 健康つくり 
①生徒支援委員会開催 月 1 回 
➁特別支援に係る研修 年 1 回 
③センター校との連携 1 回以上 
④「生徒の悩みに適切に対応している」90％ 
⑤「いじめをなくすために積極的に取り組んでいる」

100％ 

 
①年間 10 回 
②なし 
③1 回 
④86％ 
⑤86％ 
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５ 進路指導 
①１年二者面談２回 
②２年二者面談２回三者面談１回 
③３年二者面談２回三者面談１回      
④進路希望達成率 90％以上               
⑤「進路関係の資料や進路講話などは充実している」

95％以上   
⑥「進路指導は１学年から計画的に行われている」90％
以上 

 ⑦進路に係る分析会・校内研修 3 回以上 
 ⑧共通テスト受験者 100 名以上 

※学年内で統一されていない 
①二者面談２回 
②二者面談２回三者面談１回 
③二者面談２回三者面談１回 
④89％               
⑤86％ 
 
⑥87％ 
 
⑦５回（全体 2 回、委員会 3 回） 
⑧89 名 

6 募集・広報活動 
①ホームページの更新   
②学力検査応募倍率 1.40 倍                 
③学校見学会・説明会中学生参加者 3000 名 
④塾訪問を実施。塾説明会の実施                        

 
①163 回 
②1.21 倍                 
③3078 名 
④塾訪問実施、郵送（校長） 
塾説明会なし    

７ 地域交流等 
①「地域との連携に協力的」95％ 

 
①100％ 

８ 学校運営・組織体制 
 ①服務事故ゼロ 

給与等支給明細電子化 ７月末までに 100％ 
②センター執行率  60％ 
③学校徴収金未納者 0 人 

 
①ゼロ 
７月末まで 70％ 

②センター執行率  56.5％ 
③学校徴収金未納者 0 人 

 


